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＊文部科学省
・平成24年度学校基本調査速報の公表について（8月27日）

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/24/08/attach/1324865.htm
＊内閣府男女共同参画局

・第41回男女共同参画会議資料（8月1日）

http://www.gender.go.jp/danjo-kaigi/gijisidai/ka41-s.html
・パンフレット「ひとりひとりが幸せな社会のために」（平成24年度版）（8月13日）

http://www.gender.go.jp/renkei/pamphlet/index.html
＊警察庁

・少年非行情勢（平成24年上半期）（8月9日）

少年非行の概要より）平成24年上半期における刑法犯少年の検挙人員は、10 年連続の減少となった。しかし、中学生によるバスジャック目的の運転手刺傷事件（警視庁）、同居の祖母を殺害した高校生による殺人事件（千葉）、同級生同士の口論から発展した女子高校生による殺人未遂事件（和歌山）等、社会を震撼させる重大な事件が発生したほか、再犯者率の上昇や低年齢化が認められ、また、学校内のいじめ問題など、少年の非行防止、被害防止の両面で引き続き厳しい状況にある。平成24 年上半期における刑法犯少年の検挙人員は、10 年連続の減少となった。しかし、中学生によるバスジャック目的の運転手刺傷事件（警視庁）、同居の祖母を殺害した高校生による殺人事件（千葉）、同級生同士の口論から発展した女子高校生による殺人未遂事件（和歌山）等、社会を震撼させる重大な事件が発生したほか、再犯者率の上昇や低年齢化が認められ、また、学校内のいじめ問題など、少年の非行防止、被害防止の両面で引き続き厳しい状況にある。
http://www.npa.go.jp/safetylife/syonen/syounennhikoutounogaiyou2408.pdf
＊NHK
・カキコミ！深層リサーチ　「子どもの性暴力被害」8月／9月

上記に関連した掲示板…CAPプログラムについても書きこみがあります。

NHK福祉ポータル　ハートネット　「ボイス」http://www.nhk.or.jp/heart-net/voice/
　　　　　　　　　　　　　

・視点・論点「“いじめ“今、伝えたいこと」

NPO法人ジェントルハート・プロジェクト　武田さち子さん（8月29日）

※多くのお子さんや、外国籍の親子にも読んでいただくため、全文をひらがなで表記されたものも掲載されています。
いじめ　今伝えたいこと

●誰かをいじめているあなたへ
いじめをするのはなぜですか？　楽しいから？　相手に悪いところがあるから？　ムカつくから？
誰にでも欠点はあります。理由があれば、いじめてもよいのでしょうか？
そして、ねたみはいじめの大きな原動力です。
いじめるのは、自分が受けた暴力を別の人に返しているだけ。
イライラ、ムカツキを誰かに八つ当たりしているだけでは、ないですか？
気づいてください。いじめる理由は、いじめられている子にあるのではなく、あなた自身の心のなかにあるのです。
いじめや暴力は、くせになります。慣れると、エスカレートします。他人を傷つけても何も感じなくなります。
いずれ、あなたの身近な大切な人をも、平気で傷つけるようになります。
それは最終的に、あなた自身を傷つけることになるでしょう。
もし、自分のしていることがいじめだと気づいたら、今からでも、心から相手に「ごめんなさい」と言ってください。そして二度と繰り返さないでください。
いじめをやめるには勇気が必要です。どうか今すぐ、いじめをやめる勇気をもってください。
　
●いじめを見ているあなたへ

いじめている人たちの屁理屈にまどわされていませんか？
いじめられるほうにも理由があると思っていませんか？
本当にいじめられる側に原因があるなら、その人がいなくなったら、いじめはなくなるはずです。しかし現実には、いじめられている人が不登校になったり、転校したりすれば、別の人がいじめられます。同時に、何人もいじめている人たちもいます。
いじめを見て何もしないのは、自分がいじめられるのが怖いから？
でも、いじめる人たちは気まぐれです。明日は、あなたがいじめられるかもしれません。
いじめをなくすために、今、自分に何ができるか、考えてみましょう。
「告げ口」と「相談」は違います。チクる、告げ口は、相手を貶めるために、悪口を言うことです。相談は、困っていることを話して、どうすれば問題が解決するか、一緒に考えてもらうことです。卑怯なことではありません。
いじめは放っておけば必ず、ほかの人も犠牲になります。
いじめを止めるために、具体的に動ける人は、とても勇気ある人です。
　
●いじめられているあなたへ

いじめは、生きる力を奪う、心や体に対する暴力です。
いじめは、いじめる人の心の問題です。あなたに理由があるわけではありません。
それでも、いじめられると心が深く傷つきます。心が病気になったり、いじめから逃れるためには、死ぬしかないと思ってしまうこともあります。
こういうときには、ひとりで悩まないで、友だち、親、きょうだい、先生、その他、誰かひとりでも、信頼できる人を見つけて、相談しましょう。
どうしても身近にいなかったら、今は電話相談もあります。
話すだけでも心が軽くなったり、いいアイデアが出てきたりします。
どうか、あきらめないでください。
もし、「いじめられている」と言いにくかったら、ノートなどに、いつ、どこで、誰と誰から、何を、どのようにされたのか、その時に自分はどうしたのか、どう感じたのか、具体的に書いてみましょう。ひとつだけでなく、思い出せる限り、すべてを書きだしてください。そのノートをもって、誰かに相談してみましょう。そのときに、してほしいこと、してほしくないこと、心配なことがあれば、それも書いておきます。
もし協力してくれる友だちがいれば、あなたが受けているいじめについて、一緒に話してもらいましょう。
勇気を出して相談したのに、気持ちを分かってくれなかったり、何もしてくれなかったり、かえって悪くなったりすると、がっかりして、絶望的な気持ちになります。でも、多くの人は、あなたのことをどうでもよいと思っているわけではありません。今のいじめがどういうものかを知らなかったり、あなたの辛い気持ちが想像できなかったり、どうしてよいかわからないだけです。
もし、相談してもとりあってもらえなかったら、ほかの人に相談してみましょう。あなたの気持ちを分かってくれて、味方になってくれる人が、どこかに必ずいます。
学校に行くことが怖いなら、辛いなら、学校に行かなくてかまいません。
心や命を傷つける場所には、行かなくてよいのです。
ひとは誰でも、安全に、安心して生きる権利があります。自分の生き方を自分で選ぶ、自由の権利があります。
それでも、どうしても親が学校に行けという場合、弁護士会のやっている電話相談などに電話をして、親を説得してもらうという方法もあります。
　
●子どもの身近にいる大人たちへ

子どもがいじめを打ち明けるのは、とても勇気がいります。
多くの子どもたちが、親や先生が小さな変化に気づいて、声をかけてくれたことに勇気を得て、いじめを打ち明けています。SOSを見逃さないでください。
たとえ子どもに否定されても、直観を信じて、もうひと押しだけしてみてください。「何か困っていることがあれば一緒に考えよう。」「いつでも言ってね。」「愛しているよ。」「大切に思っている。」
そのひと押しが、生死を分けることがあります。
話を聞いた大人は、いじめられるほうにも問題があるとか、そのくらいがまんしなさないとか、やられたらやり返せ、などと言わないでください。子どもの心を閉ざしてしまいます。
今のいじめはとても根深く、解決するには時間も、労力もいります。
でも、生きている子どものためにこそ、使ってください。
おそらくあなたは、自分の子どもが、生徒が、死ぬはずがないと、思っているでしょう。でも、子どもを亡くした人たちも同じだったのです。今、目の前にいる子どもが死ぬなどということは、想像さえしていなかったのです。
しかし現実には、毎日一人から二人の子どもが自ら命を断っています。
休み明け直前に、子どもの自殺が多いことは、知っていると思います。
子どもが学校に行きたがらないときには、無理に行かせないでください。
すぐには本当のことを言わないかもしれません。なかには、学校に行かなくなって半年後に、ようやく親に話した子どももいます。
そして、新学期がはじまってからも、安心しないでください。休みの間に何かが変わって、いじめられなくなっているのではないかと期待した子どもが、再びいじめにあうと、頑張れなくなります。
どうか、最悪の事態に備えてください。
子どもにとっての最悪とは、成績が下がることでも、不登校や引きこもりになることでもありません。子ども自身が死んでしまうこと、追い詰められて、誰かを殺してしまうことです。
子どもを守れるのは、あなたしかいません。全力で、守ってください。

【相談窓口】
・チャイルドライン（18歳までの子どもがかけられる電話）
０１２０－９９－７７７７
毎週月～土曜日　午後4時～午後9時
栃木、埼玉、東京、山梨、愛知では日曜日もつながります。
　
・第二東京弁護士会　子どもの悩み事相談　キッズひまわりホットライン
（第二東京弁護士会　ＨＰより引用）
０３－３５８１－１８８５
火・木・金曜　午後3時～午後5時

http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/400/129927.html#more
・くらし・解説「どう向き合う？発達障害」http://www.nhk.or.jp/kaisetsu-blog/700/129921.html
（8月30日）

＊朝日新聞
・性的虐待、避難先教えない　家族への住基台帳閲覧制限へ（8月18日）
　家族から性的虐待を受けて避難した被害者らの転居先を、加害家族に知られるのを防ぐため、総務省は住民基本台帳の閲覧を制限できるよう制度を改正する方針を固めた。義父から１５年にわたって性的虐待を受け続けた女性（３０）の訴えがきっかけとなった。

　住民基本台帳は世帯ごとに作成され、性的虐待の被害者が何とか逃げ出しても、一緒に住んでいた家族が台帳の閲覧を申請すれば、転居先もわかってしまう。女性は義父から逃げて転居したが、転居先の自治体が閲覧制限をなかなか認めず、岡山市の犯罪被害者支援団体「被害者サポートセンターおかやま」の支援を受けて２０１０年春、特例として認められた。センターはこれを受け、今年４月、制度改正を求める要望書を総務省に出していた。

　これまでも、ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）被害者の場合は、裁判所が接近禁止命令を出せるＤＶ防止法があり、警察などで被害を確認できるため、閲覧制限が認められてきた。だが性的虐待などは自治体が独自に被害の確認をしなければならないなど、被害の確認方法が必ずしもルール化されていなかったため、制限の対象外とされていた。http://www.asahi.com/national/update/0818/OSK201208180047.html
＊読売新聞

・里親のすそ野広げよ（8月19日）※ひとりにしない　ストップ児童虐待シリーズ　（５）

里親制度は今後どうあるべきか。厚生労働省社会的養護専門委員会の委員長を務める柏女(かしわめ)霊峰(れいほう)・淑徳大教授（子ども家庭福祉学）に現状と具体的な方向性を聞いた。

■子どもの視点で

　虐待を受け親と暮らせない子どもを育てるのに適切な受け皿は三つある。〈１〉里親家庭や、子ども５～６人が養育者の自宅に住むファミリーホーム〈２〉小規模化された児童養護施設〈３〉メンタルな専門養育が可能な施設――。子どもの状況によって対応できる選択肢が必要だが、現時点で充実させるべきは家庭的な環境だ。

　子どもが預けられる割合（委託率）は、日本が施設９０％、里親１０％だが、欧米では５０％以上の国が多い。

　国際的には里親が最優先とされる。特定の大人と向き合えてこそ、愛着が育まれるからで、家庭を奪われた子どもを家庭に近い環境で育てるのは当然だ。

　日本で施設が中心になったのは歴史的経緯がある。

　親と生活できない子どもの養育は、戦前から寺などの篤志家が慈善事業として担っていた。だが、１９５１年制定の社会福祉事業法（現・社会福祉法）で、社会福祉事業の経営は国や地方公共団体、社会福祉法人が原則になった。このため篤志家は法人化し、土地などを法人に寄付した形で施設を運営してきた。

　法人が解散すると、寄付された土地などは国庫に入って返還できなくなるため、行政は法人を守ろうとする。こうした事情から、児童相談所（児相）が子どもの委託先を決める際、施設を優先する傾向が強まった。

　これは供給者中心の論理で、利用者である子どもの視点が欠けている。児相が需給調整してきた構造を変えなければならない。

　もちろん施設の役割は重要。問題行動が頻発する子どもは専門スタッフがチームで対応すべきだ。休息のため一時的に里子を預かるなど、里親のバックアップ機能も期待される。

■委託率３０％超へ

　厚生労働省は今後十数年で里親の委託率を３０％以上にする方針だ。

　日本で里親が根付かない理由に血縁重視などの国民性が指摘されるが、科学的根拠はない。里親委託率は新潟、滋賀両県で３０％を超え、２０１０年度末までの６年間では福岡市で１８％、大分県で１５％増えている。

　里親を増やすには、シンポジウムなどで多くの人に里親や里子の経験談を聞いてもらうことだ。

　市町村のファミリーサポートセンター事業の活用も有効。地域住民が子どもの預かりなどに協力しており、短時間の里親からお願いし、すそ野を広げればいい。

■民間支援の充実を

　さらに重要なのは支援の仕組みだ。虐待を受けた子どもは心に深い傷を負い、育てづらいケースが多い。悩みを抱えた里親を孤立させない体制が安心感になり、希望者の増加につながる。

　国は０８年度から支援機関事業を始め、家庭訪問や相談活動などを都道府県などの業務とし、民間団体にも委託できるようにした。

　だがＮＰＯ法人などの参入はまだ少ない。行政だけでは里親を支えきれない。専門的経験を積んだ民間の人たちの力を生かすべきだ。（おわり）

http://www.yomiuri.co.jp/osaka/feature/kansai1345048158061_02/news/20120819-OYT8T00310.htm
・子どもの異変　見逃さないで（8月25日）
　いじめを受けていた大津市立中２年の男子生徒が自殺した問題を契機に、各地で子どものいじめが相次ぎ明らかになっている。

　特に携帯電話やインターネットを使った「ネットいじめ」は親が気付きにくく、夏休み中も継続している可能性がある。

　関東地方の女子高校生は突然、同級生から無視や悪口などのいじめを受けるようになった。「売春している」「覚醒剤に手を出している」といった事実無根の中傷がネットの掲示板に書き込まれ、隠し撮りの写真で偽の自己紹介サイト「プロフ」も作られた。

　担任教諭はネットの知識が乏しく、加害生徒に見せられたプロフを信じてしまい、被害生徒を叱責。学校に行けなくなった被害生徒は、母親にいじめを打ち明けて転校した。

　昨年この親子から相談を受けた「全国ｗｅｂカウンセリング協議会」（東京）は、サイトの管理者に要請して書き込みなどを削除させた。同協議会理事長の安川雅史さんは、「ネットの書き込みや画像は次々に転載されるため、早めに手を打たなければ被害は拡大する」と警鐘を鳴らす。

　文部科学省はこうしたいじめが増えているとみて、２００６年度から「パソコンや携帯電話を使ったいじめ」を全国調査の項目に加えた。１０年度に小中高校などが把握したいじめ約７万５０００件のうち、ネットいじめは４％にあたる約２９００件。大津市の事件でも、全校生徒のアンケートで、自殺した男子生徒が、いじめの加害者とされる同級生とメールをやりとりしていたとの伝聞情報があった。

　各地の教育委員会では専門業者に委託するなどしてネットいじめを監視しているが、把握しきれないケースも多い。同協議会ではネットいじめの相談に応じるアドバイザーの認定制度を設けており、今月１９日にはさいたま市で教育関係者向けの講座を開いた。

　その一方で、「いじめに悩む子どもの最後のとりでになるのは家庭」と安川さんは強調する。「携帯やネットのことはわからないなどと言っていては子どもを守れません」

　安川さんによると、ネットいじめを受けている子どもは、携帯電話の着信音を鳴らないよう設定していることが多い。嫌なメールばかり届くと着信音が怖くなるからだ。

　電話やメールが着信したのに「後で見る」などと、その場で確認しないのも要注意。「親には心配かけたくない、親が騒ぐとさらに悪化すると考える子もいます」

　こうした兆候に加え、学校や友人の話題をさりげなく避ける、微熱や腹痛を訴える、といった変化が見られたら、子どもからじっくり話を聞いた方がいいという。

　ネットいじめの被害者にも加害者にもさせないためには、子どもの携帯にフィルタリング（閲覧制限）を必ず設定する。フィルタリングを「ホワイトリスト」に設定しておけば、安全とみられるサイトにしか接続できない。

　「脅迫や嫌がらせのメールを受け取ったら必ず親に相談する、個人情報や写真を安易に公開しないなど、携帯やネット利用のルールを家庭で日頃から話し合ってほしい」と安川さんは呼びかけている。

　ネットいじめ対策のポイント
　・子どもを中傷する書き込みや偽のブログ、プロフを発見したら、画像を保存用に印刷した上でサイト管理者に削除を要請。悪質な場合、警察に相談しても

　・子どもが使う携帯電話やパソコンに閲覧制限をかける

　・子どもに個人情報や画像を安易に公開しないことや、ＩＤ、パスワード管理の大切さを教える

　・嫌がらせのメールなども印刷して保管。携帯電話には大量のメールなどを拒否する設定を

http://www.yomiuri.co.jp/komachi/news/20120825-OYT8T00291.htm
・小学校の不登校率、2年連続ワースト１は岡山県（8月28日）[image: image1.jpg]GNP DA S
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　文部科学省は２７日、学校基本調査を発表し、岡山県内で２０１１年度に学校を３０日以上休んだ不登校の割合（出現率）は、小学校で０・５５％（前年度比０・０３ポイント増）に上り、全国で２年連続ワースト１になった。

　中学校では２・９２％（同０・１９ポイント減）で、ワースト７。全国平均は、小学校０・３３％、中学校２・６４％だった岡山県教委は「非常に厳しい結果と受け止める。これまでの対策が適していないのであれば、再点検したい」としている。

　県教委によると、県内で不登校の児童・生徒数は、小学校が５９９人（同２９人増）で２年連続で過去最多、中学校が１６８１人（同９０人減）。自治体で不登校の出現率が高いところは、小学校が赤磐市（１・２１％）、笠岡市（０・８３％）、美作市（０・７６％）など。中学校では、赤磐市（４・６４％）、瀬戸内市（４・２３％）、美作市（３・８５％）だった。

　また、不登校の状態が前年度から継続している児童・生徒の比率を学年別にみると、中学３年（６９・７％）、小学６年（５５・６％）、中学２年（５４・９％）で高い割合を示した。

　不登校になったきっかけについて、県教委が各学校にアンケート（複数回答）した結果、児童・生徒とも、「不安など情緒的混乱」（小学校４２・２％、中学校２７・３％）や「無気力」（小学校２１・８％、中学校２２％）など、本人に関わる要因が多かった。

　ほかに、小学校では「親子関係をめぐる問題」（１２・４％）、「家庭の生活環境の急激な変化」（１０・４％）など家庭に関わる内容で目立ち、中学生では「あそび・非行」（１６・４％）に加え、学校に関する要因の「いじめを除く友人関係をめぐる問題」（１３・８％）が多かった。「いじめ」を挙げたのは、小学校で０・７％、中学校で２・３％だった。（藤原慎也）

　◆出現率＝病気や経済的理由を除いて、学校を連続、または断続して３０日以上欠席する「不登校」状態の全児童・生徒に占める割合

http://www.yomiuri.co.jp/national/news/20120828-OYT1T00325.htm
＊毎日新聞
・総務省:虐待で転居、閲覧制限　ＤＶと同様、被害者保護−−来月通達へ（8月21日）
　家庭内で性的虐待や児童虐待を受け、避難した被害者を保護するため、総務省は加害者による住民票の閲覧を制限する方針を決めた。被害者を支援している民間団体「被害者サポートセンターおかやま（ＶＳＣＯ）」（岡山市）が２０日、記者会見して明らかにした。これまで明確な規定がなかったが、義父から性的虐待を受けた岡山県出身の女性（３０）の訴えがきっかけとなり、来月にも住民基本台帳法に基づき都道府県に通達を出す。

　家庭内暴力（ドメスティックバイオレンス＝ＤＶ）被害者の場合は住民票の閲覧制限が認められてきたが、虐待被害者については明確な判断基準がなく自治体の判断に委ねられている。このため、家族から性的虐待を受けた被害者が家を出ても、加害者が住民票を閲覧すれば転居先を知られる危険性がある。

　通達では、家族による住民票閲覧を拒める対象について、現行の「ＤＶ及びストーカー行為等の被害者」に、「児童虐待及びこれらに準ずる行為の被害者」を加え、性的虐待や児童虐待の被害者も閲覧制限の措置を受けられるようにする。

http://mainichi.jp/area/news/20120821ddp041010024000c.html
・いじめ問題:人権擁護委員を１００人増員−−法務省方針（8月29日）
　法務省は大津市のいじめ問題などを受け、地域で人権相談に取り組む人権擁護委員を約１００人増員し、全国の地方法務局などに常駐させる方針を固めた。来年度予算案の概算要求に盛り込む。

　人権擁護委員は法相が委嘱するボランティアで、今年１月現在、全国で約１万４０００人が活動している。元教員や元公務員、自営業者などが選ばれ、地域で法務局職員と人権侵害事案の調査や救済にあたったり、人権啓発活動をしたりしている。いじめ問題では学校側に適切な対応を求めることもある。常駐を設けることで各委員が情報を共有し地域の人権問題に対処できるようにする。

　同省の統計では、昨年法務局が対処した学校でのいじめに関する人権侵犯事件は過去最多の３３０６件に上る。

http://mainichi.jp/area/news/20120829ddn041100012000c.html
・大津・中２自殺:教員やカウンセラー、いじめ対応の要員増　文科省が方針−−来年度（8月31日）

　大津市立中学２年の男子生徒（当時１３歳）が自殺した問題で、文部科学省はいじめに対応する教員とスクールカウンセラー、スクールソーシャルワーカーをそれぞれ増員する方針を決めた。必要な増員数を確定し、来年度予算の概算要求に盛り込む。

　文科省によると、教員の数は児童生徒数などにより義務標準法で定められ、公立小中学校で約６４万人とされている。ただ毎年５万〜６万人が軽度の障害のある児童生徒の支援や、いじめや不登校への対応のため追加で配置されている。同省は教員を増員することで、いじめを把握しやすい環境を整備する。

　また、１０年度に全国で計７０００人が配置された、臨床心理の専門知識を持つスクールカウンセラー▽社会福祉士などのスクールソーシャルワーカー−−も増員する。児童生徒の家庭支援をしたり、児童生徒が相談しやすい窓口の役割が期待される。

http://mainichi.jp/area/news/20120831ddf041100022000c.html
1

